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Message from Alex, Our CEO 
 

 

  Allxon  
builds an  

efficient and 
open device 

management 
platform  

to empower 
business 
solutions. 

Welcome to Allxon! 

We have come a long way to create a remote device 
management system that eases you into a world that is rapidly 
moving towards AI / IoT industries. With the conveniences and 
elevated lifestyle AI at the Edge brings, it also comes with complex 
operation and systematic errors. As an innovative and customer-
focused company, we keep ahead of market trends by 
introducing simple and intuitive device management solutions 
as we transition into a world that will only become more 
intricately interwoven by Smart operating systems. 

Built on the foundation of simplifying remote device 
management, I hope you enjoy the differences smart operations 
management can make in helping your business operations 
become more efficient and more affordable.  

In a competitive RMM market, I am grateful to have some of the 
smartest thinkers on the team. We are excited to learn about the 
daily technological transformations and impacts on our volatile 
world, and we eagerly take on new problems to turn them into 
your solutions.  

I truly hope your partnership with Allxon DMS takes you beyond 
your vision, as we value this opportunity to work together towards 
your success. 

 

Sincerely,  

 

CEO 

get in touch 

services@allxon.com 

www.allxon.com 

@AllxonInc 

Allxon Inc. 

mailto:services@allxon.com
http://www.allxon.com/
https://www.facebook.com/AllxonInc
https://www.linkedin.com/company/30246356/
mailto:services@allxon.com
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1. Allxon DMS について 

ようこそ！本書を開いた読者は、スマートな運用管理が企業の時間と費用の

節約にどう貢献するのか興味をお持ちのことでしょう。Allxon Device 

Management Solutions（Allxon DMS）はすぐに使え、簡単に統合できる

SaaS ソリューションであり、シンプルで効果的なリモートデバイス管理

サービスを提供します。  

Allxon DMS の特徴は、操作しやすい単一のクラウドポータルであり、ビジネ

スを最適なレベルで継続するために必要な基本ツールがすべて揃っています。

ボタンのクリック 1 つで、OTA（ワイヤレス）アップデート、アウトオブバ

ンド（OOB）電源管理、基本的な障害復旧サービスなどの機能により、強力

な対策を講じることができます。また、包括的なダッシュボードにより、す

べてのデバイスの監視や管理をリアルタイムに行いながら、ユーザーに最高

のサービスを提供できます。  

このユーザーマニュアルの目的は、Allxon DMS の導入と運用を支援すること

です。インバンドデバイスを追加し、ペアリングする方法と、Allxon 

swiftDR OOB Enabler を組み込んだデバイスを Allxon DMS ポータルとリン

クする方法について順を追って説明します。   
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2. 作業を始める前に 
作業を始める前に、次の準備が必要です。 

 仕事用 
メールアドレス 

 エッジデバイス  インターネット接続 

  

*オプション： 
Allxon swiftDR OOB Enabler 

 

2.1 ユーザーアカウントの作成  

2.1.1 サインアップ 

以下の手順に従って、Allxon DMS アカウントにサインアップしてください。 

 Allxon DMS のサインアップページを開きます。 

 「仕事用メールアドレス」を入力し、「次へ」をクリックします。  

 

https://dms.allxon.com/
https://dms.allxon.com/login/
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 指定したアドレスにアクティベーションメールが届きます。  

アクティベーションメールの件名は「Join Allxon DMS」で、差出人は「no-
reply@allxon.net」です。受信トレイにアクティベーションメールが届いている

ことを確認し、アカウントの設定に進んでください。 

 

 

2.1.2 アクティベート 

アクティベーションメールを受信したら、「Activate Now」をクリックし

てアクティベーションプロセスに進みます。 

 

 

 

注意 

アクティベーションメールが届かない場合は、  

次のことをお試しください。  

• メールが届くまで 15 分程度待つ。 

• no-reply@allxon.net からのメールが迷惑メールフォルダに振り分けられていないか確

認する。 

• メール連絡先や許可された送信者リストに no-reply@allxon.net を追加する。 

• 同じメールアドレスでもう一度サインアップしてみる。アカウントが存在する場合は、

メールアドレスが使用済みであることを示すエラーが表示されます。 

Allxon DMS のサインインページで「パスワードを忘れました?」をクリックし、指示に

従ってアカウントをアクティベートしてください。 

 

mailto:no-reply@allxon.net
mailto:no-reply@allxon.net
mailto:no-reply@allxon.net
mailto:no-reply@allxon.net
https://dms.allxon.com/
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2.1.3 パスワード設定 

 パスワードを設定します。文字数は 8 文字以上で、大文字、小文字、数字

をそれぞれ 1 文字以上含める必要があります。 

 

 

以上で、ユーザーアカウントの設定は完了です。これで、新規作成したアカウント

とパスワードを使って、Allxon DMS ポータル（https://dms.allxon.com/）にサイ

ンインできるようになりました。さあ、スマートな運用管理を始めましょう！ 

  

https://dms.allxon.com/
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3. サインイン 
以上で、ユーザーアカウントの設定は完了です。これで、新規作成したアカウント

とパスワードを使って、Allxon DMS ポータル（https://dms.allxon.com/）にサイ

ンインできるようになりました。さあ、スマートな運用管理を始めましょう！ 

4. エッジデバイスの追加  
4.1 デバイスへの Allxon DMS エージェントのインストール  

エッジデバイスをペアリングするには、まず Allxon DMS エージェントをイ

ンストールし、デバイスのペアリングコードを取得する必要があります。以

下の手順に従って、Allxon DMS エージェントをインストールします。 

 

 
 

4.1.1 Allxon DMS エージェントのインストール  

Allxon は、インストール作業の簡素化と最適な RMM および障害復旧ソ

リューションの提供のために、世界の主要独立系ハードウェアプロバイダー

各社と提携しています。  

Allxon DMS エージェントは、以下の2 通りの方法でインストールできます。  

1. デバイスのデスクトップで Allxon DMS エージェントのインストーラ

を実行する（特定のデバイスのみ）。  
2. ターミナル / シェルでインストールコマンドを実行する。  

 

 

 

 

注意 

Allxon DMS エージェントがインストール済みの場合：  

Ctrl+Shift+B キーを押して Allxon DMS エージェントを起動し、 

「4.1.2 デバイスペアリングコードの取得」に進んでください。 

 

作業環境 

使用するエッジデバイス  

https://dms.allxon.com/
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4.1.1.1 デスクトップインストーラによる Allxon DMS エージェントのインス

トール 

Allxon のハードウェアパートナーが提供する特定のデバイスでは、デスクトップか

ら Allxon DMS エージェントのインストールを開始できます。 

 デスクトップに移動し、Allxon DMS のアイコンをダブルクリックします（特定

のデバイスのみ）。 

   

 

 ターミナル画面で Enter キーを押して、インストールプロセスを続行します。 

 

 

注意 

デスクトップ上に Allxon DMS のアイコンがない場合：   
「4.1.1.2 コマンドプロンプトによる Allxon DMS エージェントのインストール」

の手順に従って手動でインストールしてください。 
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 インストールが正常に完了すると、5 秒後に Allxon DMS エージェントが自動的

に起動します。  

Allxon DMS エージェントが起動しない場合は、Ctrl+Shift+B キーを押して起動し

てください。  

 

 これで、Allxon DMS エージェントがお使いのエッジデバイスにインストールさ

れました。次に「4.1.2 デバイスペアリングコードの取得」の手順に従って、デバイ

スペアリングコードを取得し、Allxon DMS にエッジデバイスを追加します。 

  

テスト用デバイス 

テスト用モデル 

ペアリングステータス 
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4.1.1.2 コマンドプロンプトによる Allxon DMS エージェントのインストール 

デスクトップ上に Allxon DMS エージェントのインストーラがない場合、コマンド

プロンプトを使用すれば素早く簡単にインストールできます。 

 コマンドプロンプトを使用して Allxon DMS エージェントをインストールするには、以下

の手順に従います。下記のコマンドを入力すると、Allxon DMS エージェントと関連パッケー

ジのインストールが自動的に始まります。  

 

 

 

 インストールが正常に完了すると、Allxon DMS エージェントが自動的に起動します。Allxon 
DMS エージェントが起動しない場合は、Ctrl+Shift+B キーを押して起動してください。 

 

 

 

 

 

 

1.  

ペアリングステータス 

テスト用デバイス 

テスト用モデル 

 

 

Linux：ターミナルまたは SSH クライアントのインストールコマンド 

sudo bash -c "$(wget -qO - https://get.allxon.net/linux)" 

Windows：コマンドプロンプトのインストールコマンド  
（管理者として実行してください） 

powershell -command "Invoke-WebRequest -OutFile %temp%¥agent-

installer.bat https://get.allxon.net/windows" && %temp%¥agent-

installer.bat 

注意 

以下のコマンドは改行せずに入力してください。 

 

デバイスペアリングコードの取得 
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4.1.2 デバイスペアリングコードの取得 

Allxon DMS のペアリングを行う前に、デバイスからデバイスペアリングコードを取

得します。環境に応じて、グラフィカルユーザーインターフェイス（GUI）または

コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。 

 

4.1.2.1 グラフィカルユーザーインターフェイス（GUI）を使用する場合 

 

 

 デバイス上で Ctrl+Shift+B キーを押して、Allxon DMS エージェントを起動し

ます。  

 
 

 
  

 

 

作業環境 

GUI を備えたエッジデバイス上の 

Allxon DMS エージェント。 

注意 

Allxon DMS エージェントがインストールされていない場合は、「4.1.1 Allxon DMS エー

ジェントのインストール」の手順に従ってインストールしてください。 
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 画面右側の「デバイスペアリングコード取得」ボタンをクリックします。  

 

 

 デバイスペアリングコードが表示されます。 

 

 

 ペアリングコードを取得したら「4.2 Allxon DMSポータルへのデバイスの追加」

に進み、ペアリングコードを入力してデバイスを Allxon DMS ポータルとペアリン

グします。 

  

テスト用デバイス 

テスト用モデル 

テスト用デバイス 

テスト用モデル 

ペアリングステータス 

デバイスペアリングコード取得 
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4.1.2.2 コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用する場合 

 

 

 CLI を使用してデバイスにアクセスする場合、以下のコマンドをターミナルまた

は SSH クライアントに入力することで、デバイスペアリングコードを取得できます。 

 

 実行すると、デバイスペアリングコードが表示されます。 

 

 ペアリングコードを取得したら「4.2 Allxon DMSポータルへのデバイスの追加」

に進み、ペアリングコードを入力してデバイスを Allxon DMS ポータルとペアリン

グします。 

  

 

 

 

注意 

1. Allxon DMS エージェントがインストールされていない場合は、「4.1.1 Allxon DMS
エージェントのインストール」の手順に従ってください。 

2. CLI は、以下のアーキテクチャと OS でのみサポートされます。 
• Ubuntu 18.04 で動作する Linux ARM NVIDIA Jetson システム 

• Ubuntu 18.04 以降で動作する Linux x86（32 ビットおよび 64 ビット）デ

バイス 

 

 

Linux：ターミナルまたは SSH クライアントのペアリングコード取得コマンド 
dms-get-pairing-code 

作業環境 

CLI を備えたエッジデバイス上の 
Allxon DMS エージェント。 
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4.2 Allxon DMS ポータルへのデバイスの追加 

Allxon は、あらゆるエッジデバイスに対応したリモートデバイス管理サービ

スを提供できるように努めています。Allxon DMS エージェントを使用すれ

ば、インバンドデバイスやアウトオブバンド機能を Allxon DMS ポータルと

素早く簡単にペアリングできます。  

Allxon は、NVIDIA® Jetson™を搭載したエッジデバイスなどのさまざまなプ

ラットフォームとOS をサポートし、他のデバイスへのAllxon DMS エージェ

ントのインストールをペアリングプロセスと同様に簡単に行えるようにして

います。 

4.2.1 デバイスペアリングの準備  

デバイスを追加するには、Allxon DMS ポータルにサインインし、左側のナビ

ゲーションパネルの「デバイス」をクリックします。  

   

デバイスペアリングコードを準備し、「+デバイス追加」ボタンをクリック

します。  

 
  

 

注意 

デバイスペアリングコードがない場合： 

「4.1.2 デバイスペアリングコードの取得」に戻ってコードを取得してください。 

 

アカウント 

https://dms.allxon.com/
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4.2.2 デバイスペアリングコードの入力 

デバイスペアリングコードを準備し、以下の手順に従って Allxon DMS ポータルに

コードを入力します。 

 

 「4.1.2 デバイスペアリングコードの取得」で取得したデバイスペアリングコード

を Allxon DMS ポータルに入力して、デバイスの追加を完了させます。 

 

 デバイスペアリングコードを入力すると、「ペアリングが完了しました。」とい

うメッセージが表示されます。「次へ」をクリックすると、プロモーションコード

の入力画面が表示されます。詳細は「付録 A：プロモーションコードの利用」を参

照してください。あるいは、「スキップ」をクリックしてペアリングプロセスを終

了します。  

 

 作業環境 

Allxon DMS ポータル 
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 ペアリング作業が完了すると、「デバイス」ページのリストにエッジデバイスと

その概要、コントロールが表示されます。 

 

 

次章「4.3 デバイスのアウトオブバンド管理の有効化」では、アウトオブバンド障害

復旧ソリューションで Allxon DMS を最大限に活用するために、デバイスを Allxon 
swiftDR OOB Enabler とリンクする方法を学びます。 
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4.3 デバイスのアウトオブバンド管理の有効化 

Allxon swiftDR OOB Enabler は、エッジデバイスに組み込んでリモートのアウトオ

ブバンド障害復旧を実現することができるハードウェアモジュールです。この最新

技術を利用すれば、デバイスのハードウェアとソフトウェアが応答しない状況でも、

デバイスの強制シャットダウンや、電源オン/オフスケジュールの設定が行えます。 

 

 

「4.2 Allxon DMS ポータルへのデバイスの追加」でインバンドデバイスのペアリン

グが完了したら、以下の手順に従って Allxon swiftDR OOB Enabler を Allxon DMS

ポータルとリンクできます。 

デバイス上で Ctrl+Shift+B キーを押して、Allxon DMS エージェントを起動します。

ペアリングステータスが「ペアリング済み」のインバンドデバイスはペアリング済

みで、Allxon DMS ポータルに接続されています。次に、「OOB の設定とリンク」

をクリックして、OOB Enabler を設定する必要があります。  

 
 

 

 

注意 

Allxon swiftDR OOB Enabler をデバイスに組み込む方法については、 
弊社サービス部門（service@allxon.com）までお問い合わせください。 

 

テスト用デバイス 

テスト用モデル 

作業環境 

Allxon swiftDR OOB Enabler を搭載した 
エッジデバイス 

mailto:service@allxon.com
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4.3.1 OOB Enabler とデバイスの接続 

 OOB のイーサネットポートとデバイスのイーサネットポートをイーサネット

ケーブルで接続します。接続した後、「準備完了」をクリックします。 

 

 

 OOB Enabler との接続を確認しやすいように、OOB Enabler のシリアル番号が

表示されます。「OOB 設定」をクリックして作業を続けます。 

 
  

 

注意 

後でイーサネットケーブルをインターネットに再接続するまで、デバイスはオフライン

状態です。  
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4.3.2 OOB Enabler の ID の確認 

 以下に示す OOB Enabler のデフォルト資格情報を使用してユーザーを認証した

後、「次へ」をクリックします。 

 

 

 「クラウドモード」を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

1.  

  OOB Enabler のデフォルト資格情報  
アカウント：admin 

パスワード： 0000 

*注意：パスワードを変更済みの場合は、変更後のアカウントとパスワードを使用して認証を行ってく

ださい。 
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 ネットワーク設定では、DHCP を「オン」に設定し、プライマリ DNS、セカン

ダリ DNS、プライマリ NTP サーバー、セカンダリ NTP サーバーの値を入力します。

入力が完了したら「保存とリンク」をクリックし、設定とデバイスペアリングを続

けます。 

 

 

4.3.3 LAN の再接続 

 情報を入力すると、OOB Enabler のネットワーク設定が行われ、OOB Enabler
がデバイスに接続されます。デバイスとOOB のイーサネットポートからイーサネッ

トケーブルを抜きます。その後、デバイスとOOB のイーサネットポートを別々にイ

ンターネットに再接続します。「完了」をクリックします。 
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 ペアリングが正常に完了すると、OOB Enabler のシリアルナンバーと「リンク

済み」マークが Allxon DMS エージェントに表示されます。 

 
  

ペアリングステータス 
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5. Allxon DMS ポータル上のデバイス 
正常に追加されたエッジデバイスは Allxon DMS ポータルに表示され、リ

モートで監視や管理を行えるようになります。デバイスを確認するには、以

下の手順に従います。 

 お使いのアカウントとパスワードでポータル（https://dms.allxon.com）にサ

インインします。 

 Allxon DMS ポータル左側のナビゲーションパネルの「デバイス」をクリックし

ます。 

 

 「デバイス」ページが開き、ポータルに追加したすべてのデバイスが一覧表示さ

れます。 

 

各デバイスの名前をクリックすると、デバイスのシステム状態やリモート機

能に関する詳細情報が表示されます。 

6. Allxon DMS ポータル 
Allxon DMS ポータルは、スマートな運用管理に必要なすべてのツールを 1 つのポー

タルに集約しています。使いやすいナビゲーションバーにより、デバイスの全体像

https://dms.allxon.com/
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の把握、デバイス管理のためのコマンド送信やアラート設定、シンプルな管理機能

による業務の整理など、必要なすべての機能やヘルプを呼び出すことができます。 

6.1 マイアカウント 

Allxon DMS ポータルにサインインすると、割り当てられたグループの「ダッ

シュボード」ページが表示されます。画面右上隅の各アイコンをクリックす

ると、「プロフィール」、「通知」、「ヘルプ」ページを開くことができま

す。詳細は「6.2 ダッシュボード」を参照してください。 
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6.1.1 プロフィール 

プロフィールアイコンをクリックすると、ユーザーの基本情報を表示/編集で

きます。また、「セキュリティ」でパスワードを変更したり、「アクセス」

でアクセス権の詳細情報を確認したりすることもできます。管理上の役割と

管理レベルについては、「6.8 ユーザー」で解説します。  

 

6.1.2 ヘルプ 

Allxon DMS のヘルプはいつでも呼び出せます。「?」アイコンをクリックす

ると、ヘルプと利用規約を表示できます。 
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6.2 ダッシュボード 

Allxon DMS は、リモートデバイス管理を簡素化することに重点を置いていま

す。「ダッシュボード」ページでは、デバイスの状態、プラットフォーム、

位置といった包括的な概要を一目で把握できます。また、「システム運用の

お知らせ」により、常に最新のシステムアップデート情報を入手できます。  

 

 デバイス概要 

⚫ ヘルス状態：システム温度、CPU、メモリ、ストレージ使用量の異常を警告します。

デバイスアラートの設定方法は、「6.7 アラート」を参照してください。 

⚫ 接続状態：オンライン/オフライン/異常状態のデバイス数を表示します。  

⚫ 登録状態：開通済み/未開通のデバイス数を表示します。 
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 システム運用のお知らせ 

Allxon DMS は、お客様の悩みの種に迅速に対応し、よりシンプルな運用

管理ソリューションによってユーザーエクスペリエンスの継続的改善に

努めています。「システム運用のお知らせ」セクションでは、Allxon
ポータルおよびエージェントに関する最新ニュースと更新情報をお知ら

せします。  

 

 

 デバイスプラットフォーム 

「デバイスプラットフォーム」は、接続中のデバイス数をOS 別に表示し

ます。  

 

アイコンをクリックするたびに、デバイスプラットフォームの表示が円

グラフと棒グラフの間で交互に切り替わります。 
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 デバイス位置 

各国で接続・稼働中のデバイスの一覧を地図上に表示します。各デバイ

スの名前とデバイス数がクラスタとして表示されます。ズームイン（「+」
をクリック）/ズームアウト（「-」をクリック）ができるほか、国や都

市にマウスポインタを合わせると各デバイスの詳細が表示されます。ま

た、デバイス名をクリックすると、「デバイスプロファイル」ページに

直接移動できます。 

 

 デバイス状態 

デバイス状態の時間変化を折れ線グラフで表示します。日付をクリック

すると表示する期間を変更できます。各データ点にマウスポインタを合

わせると、使用可能なデバイス（開通済み）や、使用できないデバイス

（未開通）の総数が表示されます。 
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 レポート 

Allxon DMS ポータルには、業務活動やデバイスの運用状況を簡単に記録

できる便利なツールが用意されています。「レポート」をクリックする

と、ダッシュボードのスクリーンショットを簡単に保存したり、運用パ

フォーマンスのレビューに役立つ日次レポートを購読したりすることが

できます。  

 

日次レポートは CSV ファイルとして保存され、ポータル上に 30 日間保

管されます。また、「レポート種類」を選択して日次レポートをダウン

ロードすることも可能です。0 時 30 分（協定世界時）に、直近 24 時間

の詳細なパフォーマンスレポートが作成されます。   
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6.3 グループ 

Allxon DMS ポータルには、常に整理された状態に維持するのに役立つシンプ

ルな管理ツールが用意されています。「グループ」ページの「…」メニュー

（画面右側）をクリックすると、グループの作成、管理、名前の変更を行え

ます。それにより、社内の各グループまたはサブグループに接続されたデバ

イス、ユーザー、およびアプリケーションの数を把握できます。 

 

 グループ作成 

「…」メニューをクリックし、「グループ作成」を選択します（この操作には

アクセス権が必要です）。グループの名前を入力し、「次へ」をクリックし

ます。 
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グループを「コピー」するか、「作成」するかを選択できます。 

 

既存のグループに対するアクセス権がある場合、グループをコピーして複製

し、そのグループに割り当てられているすべての設定を引き継ぐことができ

ます。引き継ぎ可能な設定は、ソフトウェアウォッチドッグ設定、ログ収集

設定、USB キーボード及びマウスロック設定、ロック解除USB デバイスリス

ト設定、アラートチャネル（SMTP、LINE、Webhook）設定、役割設定です。 

 

また、単に新しいグループを作成し、必要な設定を適用することも可能です。 
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 グループ名変更 

「…」メニューをクリックし、「グループ名変更」を選択します（この操作にはアク

セス権が必要です）。名前を変更し、「保存」をクリックして操作を確定します。 

 

 グループ削除 

「…」メニューをクリックし、「グループ削除」を選択します（この操作には

アクセス権が必要です）。この操作の実行は、そのグループにデバイス、

ユーザー、アプリケーションが接続していない場合に限られます。 
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6.4 デバイス 

「デバイス」ページは、デバイスの管理・監視・制御の中枢です。すべての

デバイスがそのデバイス名、状態、シリアル番号、プラットフォーム、登録、

およびグループの詳細とともに一覧表示されます（デバイスの追加方法は

「4. エッジデバイスの追加」を参照してください）。 

6.4.1 デバイスプロファイルページ 
Allxon DMS ポータルから取得できる各デバイスの詳細なレポートは、運用の

あらゆる側面の監視や管理に役立ちます。「デバイスプロファイル」ページ

を開くには、デバイスの「名前」をクリックします。このページには、基本

情報、状態、設定、アクティビティ、接続ログ、Allxon plugIN によるユー

ザー独自の機能設計が表示されます。さらに、「備考」セクションを利用し

て補足情報を追加することもできます。  

 

「デバイスプロファイル」ページでは、デバイスに関する必要な情報がすべ

て網羅されていますが、「編集」ボタンを使用すればデバイスの名前、登録

の詳細、デバイス設定、備考などの基本情報を編集することもできます。  
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「デバイスプロファイル」ページの「状態」セクションには、使用状況、デ

バイスのアップタイム/ダウンタイム、さらにはシステム温度（華氏表示と摂

氏表示の切り替えが可能）などの重要情報が表示されます。 

 

 

  

 

注意 

「ポリシー」>「拡張」でコマンドを入力することにより、1 つのグループ内のすべてのデ

バイスに設定を適用することも可能です。詳細は「6.6 ポリシー」を参照してください。 
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6.4.2 リモートデバイス管理 

 デバイス移動 

デバイスをグループに移動して整理します。「デバイス」ページで、チェッ

クボックスをクリックしてデバイスを選択し、「移動」をクリックします。  

 

「グループ選択」画面で、移動先のグループを選択し、「移動」をクリック

します。 

 OS 再起動 

Allxon DMS を使用すると、デバイスのリモート再起動を簡単に行えます。

「デバイスプロファイル」ページの「…」メニューをクリックし、「OS 再起

動」を選択して手動で再起動できるほか、「6.6 ポリシー」の手順に従って

デバイスの再起動時間を設定することも可能です。  

 

 

 

注意 

デバイスを最適な状態で稼働させ続けるために、定期的な再起動をお勧めします。 
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 コマンド送信 

「デバイスプロファイル」ページの「…」メニューをクリックし、「コマンド

送信」を選択し、各コマンドのコードを入力します。コマンドを送信すると、

「コマンド応答詳細」画面に操作の実行状況が表示されます。結果を確認す

るには「詳細確認」をクリックします。 

 
 

 デバイスログ取得 

「デバイスプロファイル」ページでは、デバイスログをダウンロードするこ

ともできます。「…」メニューをクリックし、「デバイスログ取得」を選択し

ます。 
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直近90日分のデバイスログをダウンロードできます。また、「ログリスト」

画面で「デバイスログ取得」をクリックして、エージェントにログ収集を直

ちに開始させることもできます。ログパッケージ名を選択し、「実行」をク

リックします。コマンドの送信後、すぐにデバイスログをダウンロードでき

るようになります。   

 

 
  

 

注意 

ログを定期的に収集するようにエージェントを設定することも可能です。ポリシー > 
6.6.2 ログ収集設定を参照してください。 
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 スクリーンショット 

「スクリーンショット」ボタンを使用すると、画面の表示をリアルタイムに

リモート監視できます。スクリーンショットを撮ることにより、顧客の視点

から画面上の情報が正しいかどうかを確認できます。「デバイスプロファイ

ル」ページの「…」メニューをクリックし、「スクリーンショット」を選択し

ます。 

 

「保存」をクリックして画像ファイルを保存するか、「スクリーンショット」

をクリックしてさらにスクリーンショットを撮ります。エラーが発生した場

合は、時間を置いて再度実行してください。 
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6.5 アプリケーション 

「アプリケーション」ページは、有用なアプリケーションの作成、管理、

ポータル上のグループへの配布に役立ちます。Windows インストーラ、

Linux、Android のインストール/アンインストールコマンドとログパスを設

定することにより、新規または既存のアプリケーションの登録や更新が行え

ます。アクセス権がある場合は、アプリケーションの削除も可能です。 

「アプリケーション」ページを開くには、「アプリケーション」アイコンを

クリックします。 

 

 

6.5.1 アプリケーションの登録 
登録できるアプリケーションは、既存アプリケーションまたは新規アプリ

ケーションの 2 種類です。  

 

アプリケーションを登録するには、「登録」をクリックします。 

 

 

注意 

アプリケーションを登録するには、「既存アプリ登録」や「オープンアプリ登録」の役割

が必要です。 
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 既存アプリケーション 
親グループに、登録可能な既存アプリケーションのリストが表示されます。

「既存」タブでアプリケーションを選択し、「登録」をクリックします。選

択したアプリケーションが「アプリケーション」ページのリストに表示され

ます。 
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 新規アプリケーション 

新規アプリケーションを登録するには、まずアプリケーションの GUID を取

得する必要があります。アプリケーションの GUID とパッケージ名は、3 つ

の主要プラットフォーム（Windows、 Linux、Android）で異なります。 

方法 1 

アプリケーションプロバイダーから、GUID とパッケージ名を入手します。 

方法 2 

プロバイダーから GUID とパッケージ名を取得できない場合は、以下の手順

に従って手動で情報を取得できます。まず、デバイスにアプリケーションを

インストールし、プラットフォームごとの手順に従います。 

 Windows 

エッジデバイス上で GUID を確認できない場合、シンボリック名（例：

Allxon_DMS_Application_GUID）を使用してアプリケーション GUID を

ユーザー定義できます。 

 Linux 
次のコマンドを使用して、キーワードに一致するアプリケーションの一覧

を表示します。これは、アプリケーションのパッケージ名の確認に役立ち

ます。 

 

 

 Android 

デバイスのファイルエクスプローラを開き、パスをたどってアプリケー

ションのパッケージ名を確認します。 

 

  

 

Internal Storage > Android > data 

 

キーワードに一致するアプリケーションの一覧を表示。 

dpkg -l | grep <キーワード> 
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 新規アプリケーションの登録 

取得したアプリケーションの GUID とパッケージ名を使用して、新規アプリ

ケーションを登録できます。「アプリケーション登録」画面の「新規」タブ

に以下の情報を入力します。 

⚫ アプリケーション名 

⚫ アプリケーション GUID   

⚫ プラットフォーム 

 

入力したら「次へ」をクリックします。 

新規アプリケーションが登録されると、「アプリケーション」ページのリス

トに表示され、すべての子グループで既存アプリケーションとして登録でき

るようになります。さらに、アプリケーションの新バージョンの作成とリ

リースも可能になります。詳細は「6.5.3 アプリケーションバージョン」を参

照してください。 
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6.5.2 アプリケーションプロファイルページ 

「アプリケーションプロファイル」ページでは、アプリケーションとその最

新バージョンやアクティビティに関する必要な基本情報を入手できます。  

「アプリケーションプロファイル」ページを開くには、「アプリケーション」

ページのリストでアプリケーション名をクリックします。 

 

アクセス権がある場合、アプリケーションのタイトルと基本情報を編集でき

ます。「編集」をクリックし、編集を行った後、「保存」をクリックして変

更内容を保存するか、「キャンセル」をクリックして元の情報に戻します。

アプリケーションに対する変更はすべて「アクティビティ」セクションに記

録されます。 

6.5.3 アプリケーションバージョン 

アプリケーションの登録が完了すると、新しいアプリケーションバージョン

を作成できるようになります。「バージョン」セクションでは、ポータル用

に新しいアプリケーションバージョンの作成、リリース、配布が行えます。  

新しいアプリケーションバージョンを作成するまでは、「バージョン」セク

ションには何も表示されません。 
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 アプリケーションバージョンの作成 

 

ポータル用に新しいアプリケーションバージョンを作成するには、「+」ボ

タンをクリックします。 

 

⚫ 作成 

アプリケーション GUID に基づいて、新しいアプリケーションバージョンを

作成します。 

 Windows アプリケーション 

⚫ 「+」をクリックし、バージョン番号、インストールコマンド、アンインストー

ルコマンドを入力します。  

⚫ 「ファイルアップロード」をクリックし、zip ファイルを選択します。 

 Linux アプリケーション 

Linux アプリケーションを作成するには、インストールコマンドの先頭に以下のコマン

ドを追加します。 

 
⚫ App GUID: ポータル上のアプリ名をユーザー定義できます。 
⚫ UnzipFolderPath: ファイルの展開先フォルダのパスを指定します。 

  

作成 リリース 配布

 

 sudo unzip -o /var/lib/SyncAgent/download/<App GUID> -d 
<UnzipFolderPath> 
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 Android アプリケーション 

⚫ インストールコマンド 
インストール後にアプリケーションを起動するには、以下のサンプルコマンドおよびフォー

マットに従います。  
なお、このフィールドはオプションです。コマンドを指定しない場合、事前にアップロード

した zip ファイルに格納された APK ファイルを使用して自動的にインストールが始まりま

す。 

 

⚫ アンインストールコマンド 
以下のサンプルコマンドおよびフォーマットに従います。 

 
 

 

 

 am start <パッケージ名>/<クラス名> 

 pm uninstall <パッケージ名> 
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ファイルを選択し、「作成」をクリックするとアップロードが開始します。

中止するには、「キャンセル」または「X」をクリックします。   

注意：「キャンセル」または「X」をクリックした場合、変更内容は保存さ

れません。 

アップロードが始まると、アップロードの進捗を示すプログレスバーがファ

イル名とアップロード完了率とともに表示されます。アップロードをキャン

セルしたい場合は、「X」をクリックします。1 つ前の画面に戻ります。 

 

⚫ リリース 

ファイルのアップロードが完了すると、新しいアプリケーションバージョン

をリリースできるようになります。バージョンをリリースするには、「リ

リース」をクリックします。リリース前に説明を編集することもできます。 
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⚫ 配布 

アプリケーションバージョンをリリースすると、グループに新しいバージョ

ンを配布できるようになります。  

「配布」をクリックし、配布先のグループを選択します。チェックボックス

を使用してグループを選択し、「配布」をクリックします。また、アプリ

ケーションを指定した時間に配布するように、配布スケジュールを設定する

こともできます。  

 
 

 

注意 

アプリケーションバージョンを配布するには、適切な役割とアクセス権が必要です。いっ

たん新しいアプリケーションバージョンの「Allxon エージェント」を配布すると、ユー

ザーが以前のバージョンに戻すことはできません。以前のバージョンにロールバックした

い場合は、Allxon にお問い合わせください。 
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「バージョン」セクションに、アプリケーションバージョンの編集履歴が追

加されます。アプリケーションバージョンが作成、編集、リリース、または

配布されたことを示すすべてのアクティビティがアクティビティログに記録

されます。  

 

6.5.4 アプリケーションの削除 
アクセス権を持つユーザーは、「アプリケーションプロファイル」ページか

らアプリケーションを削除できます。ただし、他のグループに配布中のアプ

リケーションは削除できません。アプリケーションがどのグループにも配布

されていない場合にのみ「削除」ボタンが表示され、Allxon DMS ポータルか

らアプリケーションを完全に削除できます。 
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6.6 ポリシー 

各種設定のポリシーを利用すると、アプリケーションの管理と監視の改善に

役立ちます。 

「ポリシー」ページを開くには、「ポリシー」アイコンをクリックします。 

 

「ポリシー」ページには、ポリシーがそれぞれのプラットフォーム、状態、

所属グループとともに一覧表示されます。状態はポリシーが適用された日時

です。  

「ポリシー名」をクリックすると、「ポリシープロファイル」ページが開き

ます。 

「ポリシープロファイル」ページでは、ポリシー設定を編集できます。「編

集」をクリックすると、必要に応じてデバイスを再起動する時間を変更でき

ます。「保存」をクリックすると変更が適用され、編集モードが終了します。  

 

また、ポリシー拡張編集セクションで、コマンドの編集やデバイスへの割り

当てを行うこともできます（ Windows Update の無効化など）。「保存」

をクリックすると変更が適用され、グループで新しいポリシー設定を使用で

きるようになります。  
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ポリシー内容の変更をすべて保存したら、「送信」をクリックして最新のポ

リシー設定をデバイスに適用します。 

 
 

6.6.1 ソフトウェアウォッチドッグ設定 
Allxon DMS のソフトウェアウォッチドッグ機能は、運用ダウンタイムを最小

限に抑えるのに非常に役立つ機能です。ソフトウェアウォッチドッグは、ア

プリケーションを監視し、予期しないシステムクラッシュを即座に検出し、

アプリケーションをリモートで再起動することで自動復旧します。  

Windows、Linux、Android のソフトウェアウォッチドッグの設定手順は、

以下のとおりです。 

 

  

 

注意 

「キャンセル」または「X」をクリックした場合、変更内容は保存されません。 
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 Windows / Linux  

⚫ 「+」をクリックします。  
⚫ アプリ名（アプリケーションの名前）、アプリパス（デバイス上のアプリケー

ションの有効なファイルパス）を入力します。 
⚫ 「保存」をクリックして変更を保存します。 

 
 Android  

⚫ 「+」をクリックします。  
⚫ アプリ名（アプリケーションの名前）、パッケージ名（アプリケーションプロバ

イダーの指定）、クラス名（アプリケーションプロバイダーの指定）、タイプ

（Top Activity、Activity、Service から選択）を入力します。 
⚫ 「保存」をクリックして変更を保存します。 
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6.6.2 ログ収集設定 
コマンドを送信して、エージェントにログ収集を開始させることができます。

コマンドを正しく機能させるには、ログパスを正しいフォーマットで指定す

る必要があります。最大 5 つのログ設定（それぞれ 8 つのログパスを設定可

能）を作成し、エージェントに定期的にログを収集させることができるほか、

手動によるログ収集も可能です。 

 

新しいログ収集設定を追加するには、「+」をクリックします。  

以下の情報を入力する必要があります。 

⚫ 定期的にログを収集するスケジュール（任意） 

 
⚫ ログパッケージ名（必須） 
⚫ ログパス（1 つ以上必須） 
⚫ 「保存」をクリックして変更を保存します。 

 

 

注意 

定期スケジュールを設定しない場合、エージェントによる定期的な収集は行わ

れません。ただし、「デバイスプロファイル」ページの「デバイスログ取得」

を使用してデバイスログを直接収集することは可能です（「6.4.2 リモートデ

バイス管理」の「デバイスログ取得」セクションを参照してください）。 
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6.6.3 USB キーボード及びマウスロック設定 
Allxon DMS の USB キーボードおよび USB マウスロック機能は、USB キー

ボードや USB マウスの接続によるハッカーの侵入を防止する強力なセキュリ

ティ機能です。 

 

 デバイスを保護するには、設定（歯車）アイコンをクリックして「USB
キーボード及びマウスロック設定」画面を開き、この機能を有効にします。 

 

⚫ 無効/有効：機能を無効または有効にします。 

⚫ パスワード：デバイスでこの機能を解除するときに使用するパスワードを指定しま

す。 

⚫ ロック解除ダイアログの表示間隔（秒）：セットアップ中にデバイスに「解除パス

ワード」画面を表示する時間を指定します。 

⚫ ロック解除後再度ロックまでの時間（分）：デバイスのロック解除から再ロックま

での時間を指定します。  

⚫ 「保存」をクリックして変更を保存します。 
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 ロック解除の USB デバイスリストセクションで、デバイスにロック解除

機能を追加します。 

 

 

「+」をクリックして「ロック解除デバイスを追加」画面を開き、以下の情

報を入力します。 

⚫ デバイス名：デバイス名を指定します。 

⚫ PID：ロック解除 USB デバイスの PID を入力します。 

⚫ VID：ロック解除 USB デバイスの VID を入力します。 

「保存」をクリックして変更を保存します。新しいロック解除デバイスが

「ロック解除の USB デバイスリスト」セクションに表示されます。 

 

ポリシーに対する変更はすべて、「ポリシープロファイル」ページの「アク

ティビティ」セクションに記録されます。 
  

 

注意 

OS に認識されていない USB キーボードまたは USB マウスをこのセクションに追加して

も、ロック解除機能は機能しません。 
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6.7 アラート 

リモートデバイス管理では、デバイスの運用を最適な状態に維持するために

デバイスのヘルス状態を常に把握することが重要です。「アラート」ページ

は、デバイスの接続、システム運用、表示、周辺機器に関する最新情報のリ

アルタイム更新の設定に役立ちます。  

通知は、電子メール（SMTP）、LINE、Webhook 経由で受信するように設定

できます。それにはまず、SMTP、LINE、またはWebhook の設定を行ってか

ら、ポータル上でアラート項目とアラート受信者を設定する必要があります。 

Allxon DMS ポータルの「アラート」アイコンをクリックして、「アラート」

ページを開きます。 

 

アラートを設定するには、画面右上隅の「アラートチャネル」をクリックし

ます。 
  



ユーザーマニュアル   

   

 55 

6.7.1 電子メール（SMTP）の設定 
アラートメールを受け取るには、IT 部門から SMTP 情報を入手して、この機

能を有効にする必要があります。情報を入力すると、SMTP 設定の動作確認

を兼ねて認証コードがメールで送られてきます。 

 

 

SMTP の設定を行うには、「アラートチャネル」ページで以下の情報を入力

する必要があります。 

⚫ SMTP クライアント：Allxon DMS は、2 種類の SMTP クライアント設定に対応して
います。 

o インターネット：アラートメールは SMTP サーバー環境の外部から送信され
ます。 

o イントラネット：アラートメールは SMTP サーバー環境の内部から送信され
ます（企業によっては、外部からの SMTP メールの送信を許可しない厳格な
IT ポリシーを実施しています。その場合、Allxon DMS エージェントがア
ラートメールの送信を支援します）。 

⚫ 有効/無効：機能を有効または無効にします。  

⚫ SMTP ホスト：ユーザーの SMTP サーバーのドメイン。 

⚫ SMTP アカウント：ユーザーの SMTP サーバーアカウントのアカウント名。 

⚫ SMTP パスワード：ユーザーの SMTP サーバーアカウントのパスワード。 

⚫ ポート：ユーザーの SMTP サーバーのポート。 

 

 

 

注意 

セキュリティ上の理由と IT ポリシーのため SMTP クライアントがインターネット上で動作

している場合、25 番ポートは使用できません。 

 

注意 

この機能は、Allxon DMS エージェント 2.12 より前のバージョンでは利用できません。 
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⚫ セキュリティ種類：ユーザーのSMTPサーバーがサポートするセキュリティの種類。
現在、Allxon DMS は TLS に対応しています。  

⚫ メール送信者：アラートメールの送信元アドレス。 

すべての情報を入力したら、「保存」をクリックします。  

 
 

6.7.2 LINE の設定 
Allxon DMS では、スマートなリモートデバイス管理の能率化とユーザーエク

スペリエンス向上のために、アジア地域で最も人気のあるメッセージプラッ

トフォームである LINE との連携により、出先でも簡単にアラートを受け取れ

るようにしています。  

設定するには、「アラートチャネル」ページをスクロールして「LINE」セク

ションを表示します。 

 

⚫ まず、LINE Web サイトから LINE チャネルトークンを取得する必要があります

（トークンの取得手順については、     アイコンをクリックしてください）。  
⚫ チャネルトークン情報を入力し、機能を有効にします。 

⚫ 認証プロセスを開始し、トークンの有効性を確認します。 

⚫ 認証が完了すると、アラートメッセージの送信先 LINE チャネルを選択できるように

なります。 

 
「保存」をクリックして設定を保存します。 

 

 

 

注意 

SMTP の詳細については、 アイコンをクリックしてヘルプを参照してください。 

 

注意 

この機能は、Allxon DMS エージェント 2.14 より前のバージョンでは利用できません。 
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6.7.3 Webhook の設定 
Webhook を設定すると、Allxon DMS ポータルでアラートメッセージを受

け取れます。  

注意：Webhook は、カスタムリクエストとコールバックによってアプリ

ケーション間の通信を支援します。何らかの新しいイベントが発生した場合

に、他のアプリケーションに通知や情報を自動送信するのに役立ちます。 

Webhook を設定するには、「アラートチャネル」ページをスクロールして

「Webhook」セクションを表示します。 

⚫ 機能を有効にします。 

⚫ Webhook 名、トリガーURL、解除 URL を入力します（Webhook 名と URL の詳細

については、    アイコンをクリックしてヘルプを参照してください）。 

⚫ 使用する Webhook サービスを「ジェネリック」と「IFTTT」から選択します。 

「次へ」をクリックし、「保存」をクリックして設定を保存します。 
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Webhook サービスとの通信と認証が自動的に行われます。認証が完了する

と、アラートメッセージの送信先 Webhook サービスを選択できるようにな

ります。   

 

 

 

  

 

注意 

この機能は、Allxon DMS エージェント 2.15 より前のバージョンでは利用できません。 
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6.7.4 アラート項目とアラート受信者の設定 
SMTP、LINE、または Webhook の設定が完了すると、Allxon DMS ポータル

でアラート項目とアラート受信者を設定できるようになります。 

⚫ 「アラート」ページにはさまざまなカテゴリーとアラート設定が用意

されています。その中から有効にするアラート項目を選択します。 

 

⚫ CPU 使用量（%）、メモリ使用量（%）、ディスク使用量（%）、シス

テム温度（°F/°C）のように、しきい値の設定が必要なアラート項目も

あります。  

 

 
 

 

 

 

注意 

アラートしきい値：アラート通知は、デバイスがしきい値を超過してから 5 分以上経過し

た時点で送信されます。これは、アラームや電子メールアラートを誤って送信しないように

するためです。たとえば、システム温度が 4 分で正常に戻った場合、アラートメールは送信

されません。 
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⚫ アラート項目の設定が完了すると、「アラート受信設定」からアラー

トの受信者を設定できるようになります。検索バーに有効なユーザー

名またはメールアドレスを入力します。システム内のユーザー名から

一致する候補がリストアップされます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

⚫ 「保存」をクリックして設定を保存します。 
 

 
 

  

 

注意 

アラート受信者を設定せずに「保存」をクリックすると、アラート受信者が設定

されていないことを知らせる赤いバナーがトップ画面に表示されます。 
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6.7.5 アラートセンター 
送信されたアラートはすべて「アラートセンター」に記録されます。これは、

デバイスのヘルス状態とパフォーマンスの履歴を常に把握するのに役立ちま

す。 

「アラート」ページ右上隅の「アラートセンター」をクリックします。 

 

アラートセンターでは、各アラートの概要を確認できます。また、アラート

状態（トリガー、既読、解除）により、技術的な問題への対応状況を確認す

ることもできます。 

 

青色のアラート項目は、クリックすると詳細を表示できます。 
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6.7.6 アラート表 
Windows、Linux、Android で利用可能な各種カテゴリーとアラート項目を

下表に示します。「V」はそのプラットフォームで利用可能であることを示

し、「T」はしきい値の設定が必要であることを示します。しきい値の設定に

ついては、「6.7.4 アラート項目とアラート受信者の設定」を参照してくださ

い。 
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6.8 ユーザー 

Allxon DMS は、さまざまなレベルの管理上の役割とアクセス権によって組織

的な管理体制の維持を支援するシンプルな管理ツールを備えています。

「ユーザー」セクションでは、ユーザーの追加/削除、ユーザープロファイル

の管理、ユーザー権限の割り当てが行えます。 

「ユーザー」ページを開くには、「ユーザー」アイコンをクリックします。 

 

「ユーザー」ページには、ポータルにアクセスできるユーザーのリストが表

示されます。 

6.8.1 新規ユーザーの追加 
アクセス権を持つユーザーは、ポータルにユーザーを追加できます。画面右

上隅の「+追加」をクリックします。 

「新しいユーザーを追加」画面で、新規ユーザーの姓、名、メールアドレス

を入力します。「次へ」をクリックし、新規ユーザーを割り当てるグループ

を選択します。グループを選択したら、「次へ」をクリックし、新規ユー

ザーに役割を割り当てます。 
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「ユーザーに権限を割り当てる」画面のドロップダウンメニューを使用して、

ユーザー権限を選択します。「権限を表示」をクリックすると、役割に割り

当てられた権限の詳細を確認できます。「次へ」をクリックします。 

 

新規ユーザーが「ユーザー」ページのリストに表示されます。招待が受け入

れられるまで、「開設日付」列には「未開通」状態が表示されます。 

 

6.8.2 役割の管理 

Allxon DMS ポータルでは、さまざまな管理上の役割を作成して、ビジネスに

必要なさまざまなレベルの管理が行えます。アクセス権の制限と管理は、ビ

ジネスインフラの保護に役立ちます。  

アクセス権を持つユーザーは、「役割の管理」で役割の作成、既存の役割の

変更や削除が行えます。 

「役割の管理」をクリックして「役割」ページを開きます。 

「役割」ページには、作成済みの役割のリストが表示されます。アクセス権

を持つユーザーは、「編集」アイコンをクリックして各役割のアクセス権を

管理・編集できます。 
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権限によっては新しい役割の作成も可能です。「新しい役割の作成」画面で

新しい役割名を入力し、この役割に割り当てたい操作と権限を指定し、「作

成」をクリックします。新規作成した役割が「役割」ページの一覧に表示さ

れます。 

 

役割を削除したい場合は、赤いごみ箱のアイコンをクリックするだけで役割

を削除できます（この操作にはアクセス権が必要です）。 
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6.8.3 ユーザープロファイルページ 
「ユーザー」ページのリスト上のユーザー名をクリックすると、「ユーザー

プロファイル」ページが開きます。このページでは、ユーザーの基本情報と

最近のアクティビティを確認できます。 

 

権限を持つユーザーは、基本情報 > アクセスセクションでユーザーのグルー

プと役割を編集できます。  

 

また、ユーザーを削除したい場合は、赤い「削除」ボタンをクリックするこ

とで、ポータルからユーザーを完全に削除できます。各操作の後は、忘れず

に「保存」をクリックしてください。 
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終わりに 
お疲れさまでした。以上でデバイスのペアリングは完了です。後はデバイス

の監視と管理を開始するだけです。ぜひ製品のご感想をお聞かせください。

最後までご精読いただき、ありがとうございました。  

ご質問や不明点がございましたら、お気軽にお問い合せください。どのよう

なことでも大歓迎です。 

 

末永くご愛用いただけましたら幸いです。 

Allxon チーム 
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付録 A：プロモーションコードの利用 
プロモーションコードの利用 

Allxon DMS がお客様のビジネス運用管理をいかに改善できるかを存分に体験

できるまたとない機会をお見逃しなく。 

 特典を受けるには、9 桁のプロモーションコードを入力し、「次へ」をクリック

します。 

 

 プロモーションコードの有効性が確認されると、利用規約の概要が表示されます。 
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付録 B：Allxon DMS エージェントのアンイン

ストール 
Allxon DMS エージェントのアンインストール  

 Allxon DMS エージェントをアンインストールするには、以下のコマンドを入力

します。コマンドを実行すると、Allxon DMS エージェントと関連パッケージのアン

インストールが自動的に始まります。 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

Linux：ターミナルまたは SSH クライアントのアンインストールコマンド 
sudo bash -c "$(wget -qO - https://get.allxon.net/linux)" -s --uninstall 

Windows：コマンドプロンプトのアンインストールコマンド（管理者として実
行してください） 

powershell -command "Invoke-WebRequest -OutFile %temp%¥agent-

installer.bat https://get.allxon.net/windows/uninstall.bat" 

&& %temp%¥agent-installer.bat 

注意 

コマンドは改行せずに入力してください。 
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ライブラリの依存関係リスト 

Allxon DMS エージェントのライブラリまたはパッケージの依存関係の一覧を

示します。 

Ubuntu (x86) 18.04 以降 
 

パッケージ 説明 

1 gcc-multilib Allxon DMS エージェントのインストール 

2 g++-multilib Allxon DMS エージェントのインストール 

3 libssl-dev サーバー関連の接続 

4 libcurl4 サーバー関連の接続 

5 gnome-screenshot スクリーンショット関連の機能 

6 lshw 
ハードウェア情報の取得  

（キーボード、マウスなど） 

7 lm-sensors 
ハードウェア情報の取得  

（システム温度など） 

8 dmidecode 
ハードウェア情報の取得  

（シリアル番号、製品名など） 

9 libblkid1 ハードウェア情報の取得（USB など） 

10 x11-xserver-utils 
ハードウェア情報の取得  

（HDMI 接続状態など） 

11 ddccontrol 
ハードウェア情報の取得  

（HDMI の電源オン/オフ状態など） 

12 qrencode Allxon DMS エージェントの UI（(QR コードなど） 

13 libqt5x11extras5-dev 
Allxon DMS エージェントの UI 設計  

（USB キーボードのロックなど） 

14 net-tools 
ソフトウェア情報の取得  

（ネットワーク状態など） 
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Ubuntu (ARM, x86) 18.04, 20.04  （例： NVIDIA Jetson シリーズのデバイス） 

 
パッケージ 説明 

1* 
gcc-multilib   または 

g++-multilib 
Allxon DMS エージェントのインストール 

2 libssl1.1 サーバー関連の接続 

3 gnome-screenshot スクリーンショット関連の機能 

4 lshw 
ハードウェア情報の取得  

（キーボード、マウスなど） 

5 libblkid1 
ハードウェア情報の取得  

（USB など） 

6 x11-xserver-utils 
ハードウェア情報の取得  

（HDMI 接続状態など） 

7 net-tools 
ソフトウェア情報の取得  

（ネットワーク状態など） 

8 fonts-roboto フォント パッケージのインストール 

* 「gcc-multilib」と「g++-multilib」は Ubuntu 18.04（ARM）のデフォルトパッケージです。いず

れかのパッケージがインストールされていることを確認してください。 
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